
《2 塗 良生)

1.単 元名   『 長さをはかろう』

2.抑 目標

○長さの比較などの活動を通して、長さの概念や測定、及びその単

位についての理解を深める。

〔P斡心・デ諮欠・貝勲壊8

●身の回りのものの長さに関心をもち、見当をつけて長さを測定し

ようとする。

〔蜘 接 初

●普遍単位の有用性について考える。

位 養 こ 見
・

犯 瞥 四 動

●長さを側や皿を単位として正しく測定することができる。

U 旺 日 戦
・

理 勘 辱 働

●測定の意味や長さの単位、及び単位の関係、ものさしのしくみな

どを卵 る。

3.単 元について

この単元で'ま 第 1学年において学習した直接比較、間接比較、そ

して任意単位による測定などをもとに、普遍単位による測定について

樺 布 う。

普遍単位の導入にあたって,よ 任意単位で単位そのものの大きさが

異なる場面を設定し、そこで不都合を感じさせながら、 「センチメー

トブ均 や 「ミリメートブ比 の必要感を感じさせるようにしていく。

また、量の感覚を勤 Wこするために、自分の体や身近な具体物と量

の大きさを結びつけたり、必ず見当をつけながら測定したりしてい

く。さらに、長さの測定器具として30飢 のものさしを初めて扱うの

で、正しい測定のしかたを身につけさせるためにも、測定活動を十分

に取り入れながら、ていねいに扱っていく。

4.児 童の実態

3人 とも算数が好きで、授業にも意欲的に取 り組む。問接

指導の時には、児童同士で答え合わせをしたり、問題を作っ

たりして学習を進めることができる。まだ数の分解と合成が

定着しておらず、たし算やひき算を手を使って計算してい

る。

5.単 元指導計画 (11時 間扱い)

小単元 時 学習内容

長さのはかり方 3 ・媒介物を用いた問接比

較、任意単位による比較

・長さの単位の必要性、有

用性
・長さの普遍単位 「センチ

メー トル」

2.長 さの単位 5 ・下位単位の必要性、

有用性

長さの普遍単位 「ミリ
メー トル」 (本時)

・ものさしの目盛りの読み

方
。ものさしを用いた長さの
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日 時  平 成 17年 6月 30日 (木)第 2校 時
児 童  第 2学 年 男 子 1名 、女子 3名

第 3学 年 男 子 1名
計 4名

指導者 教 諭  織 田 美 香

≪ 3 つ

1,単 元ね   『 水のかさをはかろう』

2.駒 目標

○かさの比較などを通して、かさの概念や測定、及びその単位につい

て理解するとともに、それを用いる能力を身につける。

働 い。舜諮欠・鯛

●身近な入れ物のかさに陶いをもち、いろいろな方法を工夫して比べ

ようとする。

●かさの測定のしかたや単位の関係について、長さの学習をもとに考

えようとする。

罐 初

●長さの学習経験を生かして、数値化することのよさや普遍単位の必

要性をふまえ、かさの比べ方や表し方を考える。

位 ま 透 見
・

曳 瞥 日 勢

●直接比較や間接比較t任 意単位による測定などによってかさを比べ

ることができる。

●かさをリットルやデシリットルを単位として正しく測定することが

できる。

0 旺 局 義
・

理 勘 寧 β

●かさについての基礎的な概念や比較のしかた、任意単位や普遍単位
による測定の方法を理解する。

●測定の意味やかさの単位、及び単位の関係を理解する。

3.単 元について

この単元で'よ 第2学年までの長さの学習をもとに、かさという量

についての指導を行う。

長さの学習で、児童の必要感ヤ範張 しながら学習を進めたように、

かさの学習においても、直接比較から、間接比較、数値化の必要感か

ら任意単位の導入、そして、よりす般性のある比較の必要性から普遍

単位の導入へと展開していく。また、プロローグでは、容器を

変えても水のかさは変わらないという量の保存性について、日

常経験を想起しながら確認していく。

普通単位を学んだあと、測定活動があるが、 「デシリット
ル」では、はかることのできない場面を設定し、さらに小さい

単位、大きい単位の必要感を実感させる。さらに、見当をつけ
させながら測定活動をすることで、量感を養うようにしてい

く。

4.児 童の実態

算数は好きで、できることに自信をもっている。具体物を操

作しなくても、頭でイメージしながら答えを出すことができる

ようになってきている。学習に対する意欲にムラがあり、限ら
れた時間で問題をできないこともある。

5.単 元指導計画 (8時 間扱い)

小単元 時 学習内容

1 ,水 のかさのはかり

方と表し方

6 ・かさの概念と比べ方
・かさの普遍単位の必要

性、有用性
。かさを表す単位 「デシ

リットル」 (本時)

・上位単位の必要性、有用性
。かさを表す単位 「リット



測定活動

直線の概念とひき方

長さの加法性

ま と  め 助をつけよう」

時つてみよう」
「たしかめよう」

6。 本時の指導

(1)本時の指導にあたって

本時では、 l ull目盛りのものさしではかったときに、はかれ

ないものに出会わせ、正確にはかるにはどうしたらよいのか考

えさせながら下位単位の必要性を感じさせていく。また、 l cll

をいくつに分けたらよいか考えさせ、数のしくみ (十進位取り

記数法)に も気づかせていきたい。

(2)本時の目標

○長さをあらわす単位 「ミリメー トル (llln)」と、その読み

方、書き方を理解する。

① l oII=10111111の関係を理解する。

★評価規準

[考]数のしくみ (十進位取 り記数法)を もとに、下位単位の

つくり方について考えている。

[知]l ull=10111111の単位関係を理解している。

(3)本 時の展開 (4/11時 間)

ル」
1リ ットル=10デ シリット

ルの関係

・かさを表す単位 「ミリリッ

トル」

1リ ットル=1000ミ リリ

ットルの関係
「もの知 リコーナー」

かさの加法性

・ {やつてみよう}身 の回り
のかさの表示調べ

まとめ ・{やつてみよう}手作り1リット
ルますによる測定

陀 しかめよう」

6.本 時の指導

(1)本時の指導にあたって

本時では、長さの学習を想起させながら、間接比較をしたかさ

を、任意単位で測定することにより数値化できるよさを確認す

る。そして、いつでも誰でも同じように比較するためには、長さ

と同じように普遍単位が必要なことに気づかせていきたい。

(2)本時の目標

○水の量の比べ方 (直接比較 ・間接比較)を 知 り、かさの概念

を理解する。

○普遍単位の必要性、有用性を理解する。

○かさを表す単位 「デシリットル」について理解する。

★評価規準

[関]長さの学習経験を生かして、かさの比較のしかたを考えよ

うとしている。

[考]長さの学習経験を生かして、かさを比較する方法を考えて

いる。

[表]かさの多少を直接比較、間接比較の方法で比べることがで

きる。

(3)本 時の展開 (2/8時 間)

段 学習内容及び児童の活動 教師の支援 ・留意事項 形態 段 学習内容及び児童の活動 教師の支援 ・留意事項

深

め

る

● l clll目盛りのものさしでい

ろいろはかつてみる。
0 1 ull目盛りのものさしで
はかれるものを用意する。

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

■□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

つ
か

む

●前時の学習を思い出
し、どちらの容器が多く

入ったか発表する。

●どれだけ多くはいるか

比べる方法を考える。

水のかさの比ベカ
つ。

○容器に水を入れて用意してお

く。

①長さの学習を思い出しながら

考えることができるようにす

る。

や表し方を考えよ

つ
か

む

● 1伽 目盛りのものさしで縦

と横の長さをはかってみる。

●はかった長さを話し合い、

短い長さを表す単位が必要な

ことに気づく。

○官製はがきを用意して、

配布する。

○はかった長さを発表して

もらう。

見

通

す

●かさの比べ方を考え、

比べてみる。

○水やタオル、いろいろな容器
を用意し、活動できるようにす

る。
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l cIIよりも短い長さはどのように表せばよいか考

えよう。

■□

■□

■□

■□

■□

□■

□■

□■

□■

□E

□■

□E

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

見

通

す

01飢 よりも短い長さの表し

方を考え、話し合う。

解

決

す

る

●比べてみたことを発表

する。

●普通単位の必要性につ

いて考える。

○カップの大きさによってかさ

の違いを表す数値が一定でない

ことに気づかせる。

○普遍単位の必要性に気づかせ

る。

解

決

す

る

●ものさしをみて、実際のも

のさしの小さい目盛りは、 1

ullをいくつ分に分けてあるか

考える。

① 30 ullのものさしを用意
して、配布する。

ま

と

め

る

●かさを表す単位 「デシ

リットル」とその読み

方、書き方を知る。

○デシリットルを使うよさに気
づかせる。

水などのかさをはかサ

を使うとよい。かさ帽

ばよい。

合には1デシリットルます
tデシリットルを使って表せ

ま

と

め

る

● 1811三101111nであることに

気づき、理解する。
0 1 ullは何llllか考えさせ

る。

■□

■□

■□

E□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

深

め

る

●デシリットルの書き方
を練習する。

●問題に取り組む。

○プリントを用意する。

l ullよりも短い長 さは l lllIRをつかって長さを表せばよ

↓ゝ。

●はがきの縦の長さをものさ

しではかってみる。

○他にも、はかるものを用

意する。

(4)本 時の評価

○長さをあらわす単位 「ミリメー トル (llull)」と、その読み

方、書き方を理解できたか。

0 1 ull=1 0 11ullの関係を理解できたか。

概念
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